
中国昆虫 CHUGOKU KONTYU N0.11 (1997) 

アイヌハキリバチの若干の生態的知見
前田泰生 l) •宮永龍— l)

Some Bionomical Notes on Megachile (Megachile) ainu HIRASHIMA et MAETA 

(Hymenoptera, Megachilidae) 

By Yasuo MAETA and Ryoichi MIYANAGA 

Abstract Megachile ainu is bivoltine and mainly distributed in northern Japan. The 
flying period lasts from late June to the end of September. The bees were reared in a cage 
house with providing alfalfa flowers. They visited 14 flowers/minute and the tripping rate 
was 100%, suggesting a promising pollinator of alfalfa. Various types of leaf pieces were 
used in tube nests, i. e., large oval-shaped (A-1 ), small oval-shaped (A-2 ), and semiround
shaped (A-3 ) for the cell cup; complete round- and semiround-shaped (B-1 and B-2 ) for 
the cell cap; and small oval-shaped (C-1 ) for the entrance plug. As a very unique nesting 
habit, M. ainu made occasionally a cell plug in front of the last provisioned cell, rarely 
between cells. This plug was formed by several layers of B-2 which were adhered with 
partially masticated other additional small leaf pieces. The form of the cell plugs is quite 
resemble to that of the cell partitions in Megachile (Chelostomo ides ) spissula. In Japanese 
species, belonging to the subgenus Megachile s. str. and its allied subgenera, the cell plug 
was not known to be built. 

Key words: Nest architecture; pollinator; tripping rate; Megachile ainu ; alfalfa. 

はじめに

アイヌハキリバチMegachile ainu HIRASHIMA et MAETA（旧和名:アルファルファハキリバ

チ）は， ヨ ー ロッパと北米に産するMegachile centuncularis (LINNAEUS)と近縁種で， 北日本に

広く分布している(HIRASHIMA & MAETA, 1974). 

筆者の一 人である前田は， 中の1971年と1972年の

夏期に 2 回にわたり流動研究員制度を利用して， l研

究室に滞在した ． 研究目的は， 北米から導入したアルファルファハキリバチMegachile ro tudata 

(FABRICIUS)を利用してアルファルファの採種効率を向上させることであった（前田ら，

1973 ) ． 同時に， アルファルファの採種に利用できる在来送粉昆虫 の探索を行う機会を得た ． そ

の折りに発見 した有力候補種がアイヌハキリバチである． 本種は， 北農試構内においてアルフ

ァルファで訪花数が比較的多く， トリッピング率 も100％であることがわかった ．

どについて若干の知見を得たので報告する ．

1972 年と1973 年

のメス成虫を， 同じ

材料及び方法

（札幌市）のアルファルファほ場で採集したアイヌハキリバチ

に 1 ア ー ルの面積をもつ網(IOmx10 mx2 m)をアルファルフ
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アに被せ、 その中に越冬世代のメス成虫を放飼した． 網室内には巣箱を配置し， 巣材として，
1972年は長さが15 cmの葦筒を約700本， 1973年は20cmの葦筒を約500本与えた． 成虫が採集
できる間は放飼を継続させた． 放飼個体数は，1972年が44平早（放飼期間は 7 月6 日 ～16日），
1973年が41 早早 (6月28日～ 7月15日） であった． 1972年は， 網室内でアルファルファの
が減少したので， 7月25日に網を撤去した． 1973年では網を撤去することなく， 営巣個体が皆

となった 8月 3 日に巣を回収した．

訪花速度は， ケ ージ内に放飼した個体を目で追跡し， その訪花数を計測することで求めた．

計測値は10個以上の花を訪花するのが追跡できた個体に限定し， 1分間当たりの訪花数で表示
した． また， トリッピング率はこれらの個体が訪花した花数のうち， トリップされた花数の百
分率で示した．

結果及び考察

1. 生活史と生態
アイヌ ハキリバチは， 以下に述べるようにほぼ完全な 2化性種である． 北農試構内での1972

年の調査では， l化期成虫 （越冬世代） の活動開始期は6 月下旬で， 8月13日まで営巣が継続
された． 総計68本の巣が得られた． これらの巣から 2化期成虫（第1世代） が8月14日に出現を
開始した． 2化期成虫の出現割合を下述の天敵に寄生された個体も含めて求めると，73.0%
(178/244) であった． 2化期成虫がいつまで営巣したのかは確認できなかった． 一 方， 1973年
の調査では， l化期成虫の活動開始期は6月下旬であった． 営巣終了日については観察をしな
かった． この年は， 札幌では夏期間を通じて天候不順で， 巣はわずかに27本が得られたに過ぎ
なかった． これらの巣から 2化期成虫が8月 2 日から出現を始めた． 出現率は86.3% (132/153) 
であった． 野外では， 成虫が9月22日まで採集された記録があるので， 2化期成虫の活動期間
も9月末までであろう ． 越冬 態は前蛹である ． 1972年では放飼した44 早早のうち32平凸が， 1973
年では41皐早のうち10 早皐がそれぞれ巣箱に定着して営巣した．

本種と近縁である北米産のMegachile centuncularisは， 北部ウイスコ ンシン州 では1化性と
いう (MEDLER, 1959) ． 一方， ヨ ーロッパ産種はドイツでは部分的2化性で， 第1世代は6 月初
旬から （オスは 5 月27日から， メスは6月12日から）， 第2世代は 8月中旬 （オスは9月2日ま
で， メスは10月15日まで） から出現し， 前蛹態で越冬 するという (WESTRICH, 1989) 

北日本で採集した個体群の訪花植物は， 次の 5 科約15種であった． マメ科：アルファルファ
(18早早，399 )， ハギ類 (10 早早，15昂J')' 白クロ ー バ (2半礼l09り）， スウィ ー トクロ ー バ
(2皐釘；キク科：アザミの一種(1皐）， コスモス(4皐早）， ゴマナ(1 早）， ヤクシソウ(I早）， シ
オン(2皐皐）， コウゾリナ(2 J'J')， ヒメジョオン(2昂J')' タンポポ(1 J')； キキョウ科：キキョ
ウ(1 J') ;フウロソウ科 ．・ ゲンノショウコ(1 J')；バラ科：ノイバラ(l 早）． 北農試構内では，
メス成虫は花資源植物として，l 化期はアルファルファを，2化期はハギ類を利用していた． オ

ス成虫は， 必ずしもマメ科に選好性を示さなかった．

葉片源として， 網室内でアルファルファの株間で生育していたさまざまな雑草の葉が使用さ
れていた． 利用された植物は次の10種あった． これらを 使用頻度順に並べると， ツユクサ， タ
デの一 種， アルファルファ， ギシギシ， 白クロ ー バ， 赤クロ ーバ， アカザ， ハコベ， ナタネ，
ウスバヤブマメとなった．

1972年の 7 月中旬の観察によると， 活動開始温度は晴天日ではほぼ20℃で， 曇天日でも21℃
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Table 1. Flower-visiting speed and tripping rate on flowers of alfalfa in Megachile ainu. 

Date of Time(sec) Rate of No. of Weather and 
observation 

fl
sp

o
e
w
nt 

er
p
1
e
) 
r tripping (%) bees ambient 

(Time) examined temperature 

Jul
1
y 
: 

18 4.2土1.5 100-loo 10 Cloudy, 26℃ 
(1 15-11:40) 

July 26 
(14:30) 

July 28 
(11:45) 

ー ・

Combined 

3.5士0.2 100-loo 2
 

Fine, 26℃ 

5.3士1.3 100-100 5
 

Fine, 24℃ 

4.4士1.4 l00-l00 17 

りGiven as mean土SD.

Table 2. Time (min) spent for construction of nests. lJ 

Task Date of observation (N) 

July 28, 1972 July 22, 1973 July 23, 1972 

1. Foraging for pollen 
and nectar2l 

2. Manipulation of 
pollen loa朽

3. Foraging for leaf 
plece 4) 

4. Manipulation of 
leaf piece5l 

5. Foraging for coating 
materials of cell pug6l 

6. Coating of cell 
plug7l 

24.1土9.8
(26) 

2.2土1.1
(26) 

3.4土4.0
(114) 

2.4土1.6
(121) 

5.8土8.1
(65) 

1.7土1.2
(64) 

8.6土2.3
(24) 

2.6土2.2
(25) 

7.4土6.0
(21) 

3.2 士 1.9
(21) 

3.1土3.7
(47) 

4.3土4.5
(42) 

9.8 士 3.7
(14) 

2.1土1.2
(14) 

7.4 士 3.2
(13) 

3.0土1.0
(12) 

9.5土10.5
(29) 

5.1土5.9
(31) 

り Six females were observed on the fine day when ambient temperature was above 24℃. 
Given in minutes as mean土SD. 2l Duration from departure to return with pollen load. 
3l Duration between returning to the nest with pollen load and leaving for the next forag
ing. 4l Duration from departure to return with leaf piece. 5l Duration between returning 
to the nest with a leaf piece and leaving for the next foraging. 6J Duration from departure 
to return with coating materials. 7l Duration between returning to the nest with coating 
materials and leavaing for the next foraging. 

であった ． また， 活動開始時刻 日は 6 : 00 ， 活動終了時刻は17 : 30までに及んだ（日

当たり11時間） ． 夏期に活動するほかのハキリバチ類， たとえばアルファルファハキリバチや

ヒメハキリバチMegachile spissula COCKERELL (ともに活動開始温度 は24℃)よりもはるかに

低い温度で， かつ長時間にわたり活動 した． これらのことから， アイヌハキリバチは典型的な

寒冷地型のハナバチといえる． 花粉・花蜜を 同時に採餌する個体の訪花速度 は， 14花／分であ

った ． また， トリッピング率 はどの個体とも100％であった（表l ) ． 未 トリップ花 が多い場合

は花序内の隣り合った花を次々と訪花した ． ちなみに， 同じ場所で調査 したアルファルファハ

キリバチのアルファルファでの訪花速度 は12花／分で， トリッピング率 は93％であった（前田，

アイヌハキリバチの採餌・採材の所要時間については， に恵まれた1972 年 7月28日と
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Table 3. Developmental duration (day) of prepupa and pupa of 
Megachile ainu reared at 3 different temperatures1l. 

Tempera- Sex 
ture (

°

C) 
Prepupa Pupa N 

22 Male 
Female 

26 

30 

Female 
• 一 ・

Male 
Female 

17 
26.6士6.3
-----------

12.8土2.9

7 
8.2土1.8

17 1 
18.2士0.8 5 
0-------------------

11.5土1.0 4 

7 
7.6士0.9

1
5

 
りHibernated prepupae were incubated on April 27, 1974. Given in 
days as mean土SD.

1973年 7月22日 ・ 23日の日周活動の観察結果から求めた． l）花粉荷の運搬と2) 花粉団子の作
成， 3)葉片の運搬と4)育房の作成， 5）育房栓の塗装物の運搬と6)その塗装に要したそれぞれの

を表 2 に示した ． 2), 4), 6)は飼養条件で変化しにくかったが， 1), 3), 5) は変化しや

すかった ． 特に l)はアルファルファの花資源量によって変化しやすい ． 1972年は， 1973年より

少ない花資源を反映して， 花粉荷の運搬所要時間は長かった ． アルファルファの花資源が良好

であれば， 10分未満／回であると考えられる ． アルファルファハキリバチのそれは， 約10分／

回であった（前田， 未発表） ．

アイヌハキリバチの前蛹 ． 蛹期の発育日数は表3に示した ． メスの前蛹期と蛹期における温

度(X)と発育速度(Y:100／発育日数） の回帰式は， それぞれY=l.0545X-19.4840 (r = 0.9997) 
とY=0.9579X-15.7900 (r = 0.9911) となった ． また， 両式から求めた前蛹と蛹の発育零点は
それぞれ18.5℃と16.5℃であった ． 同じように夏季に営巣期をもち， 西南日本に多く生息する
オオハキリバチMegachile sculpturalis SMITHやヒメハキリバチのメス前蛹の発育零点は， それ

ぞれ13.4℃と12.0℃である （佐々木•前田， 1994;郷右近ら， 1996) ． アイヌハキリバチのメス
前蛹の発育零点がきわめて高いことがわかる ．

2. 繭

を粗に被覆する白色の糸

られた外層を除くと， 濃褐（あずき）色
である ． 中 ・ く， 内部の虫体が

透けて見えるほどである ． 形は後端部が

丸まり， 中央部が膨らんでいるで典型的

な俵型である． 先灌部の突起は比較的大

きく， その基部は繭の先嬉部分の直径の

半分を占める． ッツハナバチ類のように

尖らず， 扁平またはド ー ム状であった
（図l ) ． おそらく， ほかのハキリバチ類

の場合と同じように育房のキャップで圧

迫されている から扁平化する ので あろ

う ． 突起部分は繭が厚く紡がれて内部の

Fig. 1. Cocoons of Megachile ainu. Fecal 
pellets covered cocoons were removed. 
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Table 4. Number of cells parasitized by natural enemies in 
nests produced by the 1 st-generation of Megachile ainu . 

Item 1 972 (%) 1 973 (%) 

Normal 1 70 (69.8) 1 5 0  (98 .0) 

M
Cy
e
li
li
n
tt

d
o
ro

bi
t
a 
hecwn angustifrons 6 (2.5) 

acasta 62 
I 

(
(
2
0 
5 .4) 

C
U
o
n
e
k
li

n
o
o

入w:y
n

s inermis1l 
u o 2) 5 (2

0

.4

.0
0

) 
) 
) 

3 (2.0) 
Total 244 (1 153 (1 0 0) 
No. of nests examined 60 25 

り Only one prepupa was remained in a cell of hibernating 
generation. 2) Dead by undetermined fungus. 

虫体が透けて見えない ． サイズを長さと直径で示すと， メスでは 10 3.3土4.5 mmと52.8土2.0 mm
(N= l2)， オスでは91 .0土1 .0 mmと47.8土3.8 mm (N=2) であった．

3. 

1972年に飼養した網室は， 途中で網

った天敵が発見された． それら

したので， しなかった1 973年には見られなか

ると， ニクバ工科のヨコジマヤドリニクバエ Cylin d ro-

thecum angustifrons (TOWNSEND)， ヒメコバチ科のメリトビアMelitto bi a acasta (WALKER)， ハ

キリバ チ科の 労 働 寄 生 蜂， ヒメ ト ガ リ ハ ナ バ チ Coelioxys inermis (KIRBY) (= C .  acumina ta 

NYLANDER) があった． 以下， 今回知り得た生態的知見を簡単に記述する．

ョコジマヤドリニクバエは， 8月6日に偶然完成巣の 1本を切開したところ， 1つの育房か

ら 4匹の幼虫が発見された． 3匹は終令幼虫で， l匹は若令幼虫であった ． 寄主の虫体はすで

に摂食された後で残されていなかったが， 食べ残された花粉団子があった． 8月7日には 3匹

の終令幼虫は脱糞し， 8月9日 ～ 10日には囲蛹を形成し， 8月19日に羽化した． 若令幼虫は発

育を継続することなく死亡した． 寄生蝿は， 採餌して帰巣する寄主の後を追跡し， 巣D近くで

中で， 寄主が次の採餌に出巣した留守の間である．

4 ) は， 未寄生であれば2化期とし寄主成虫が出現するはずであった．

メリトビアは多化性で， 同 一巣内で世代を連続して繰り返すので壊滅的な被害をもたらす

(MAETA, 1979)． 寄生された個休のうち， 8

， ほかの54個体は 2化期として

た． 両方を合わせた寄生率 は25.4％であった（表4 )

ピメトガリハ ナバチ は， 2化期として出現しなかった13個体の越冬前蛹の 1つから発見され

た． これらを1973年 4月14日に26℃で加温したところ 5月6日に労働寄生蜂が羽化したことか

ら確認できた(MAETAet al ., 1 996)． 前述のように， 2化期として出現しなかった個体の大半

はメリトビアに寄生されていたので， おそらくこれらにヒメトガリハ ナバチも含まれていた可

能性がある． い ずれにしても， 寄生率は高くないと息われる ．

あれば l化期として出現するはず
つ

4. 

既存の筒 は，
入口空室， 入口空室壁， 入口栓の 9つの

バチ類では， 入口栓を除き仕切壁は原則とし

中 中

される(KROMBEIN, 1967) ． ハ キリ

しない ． しかし， 種によっては明らかに底

23 
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諏霞 鼈l
↓

 

＞
 

VI VII I '  

1 cm 

Ill

 

IV 

Fig. 2. Nest architecure of Megachile ainu made in a reed tube. 
Arrow indicates the position of the cell plug. Roman numerals 
(I-VII) show the order of cells. 

30 

p
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a
q
m
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aJ
 i
o

囀

O
N

20 

10 

N = 88 

〇 寸〇 寸〇マの 寸〇 寸 〇
寸 0 0 0 0ドド 0 0 0 0 
m o o o O O L('),0 0 0 0 
寸 0 0 0 0ドド 0 0 0 0 

Inner-Diameter of reed tubes (mm) 

Fig. 3. Frequency distribution of the diameter of 
reed tubes exploited by Megachile aninu. 

スミゾメハキリ

バチMegachile sumizame HIRASHIMA 

et MAETAでは育房間に円形葉片

れた仕切壁が存在する

96)． しかし， こ れは

ぃ ． 葉片をほとんど

なく， これら

のハキ リバチ

閉鎖する

る ． すなわち，

間の一部をそのまま

用することから生ま

ある.

と1973年にケ ジ内で葦

ヌハキリバチの巣の全形を図2に示した． 選択さ

も多く選択された範囲は7.0~7.4 mmであった
前mら(l QQf.)は芸田(1Q41)の報生存参考ど［て ハ

A-l 

壁に主に使

のキャップ

． ア

内径は4.5~9.7 mm (N=88)で，
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形葉片 ， 入口 空室の粗雑な充鎮と 入口栓に使用）， C-2 （正円形葉片， C-lと同じように使用）

に区分している ． 円形葉片と称したものには， 正円形業片（自然葉緑がない）と準円形葉片（自

されている ）の2 つが含まれている ． また， B-lはB-2の歯削りで正円化されると

している ． 巣の構造は， 完・未完成巣の95巣を対象とした． 完成巣とは入口栓をもつ巣であ る

が， 巣に よっては入口栓があって も 育房のないものがあった(4/86) ． これらは未完成巣とし

た ． また， 後述のように ， 最後の育房の前に配置された仕切壁（育房栓 ）をもつ巣は完成巣に

限られることから， 入口栓のない巣でも ， この育房栓があれば完成巣とみなした． 葉片別の使

用枚数は， 1973年に営巣させた葦筒巣を中心に調査した． 本種と近縁種のヨ ー ロッパと北米に

るM. centuncularisも既存の空間 ， たとえば植物の幹に開いた孔， 材木の裂間， 竹・紙筒

な る (MEDLER, 1959; KROMBEIN, 1967; HOLM & SKOU, 197 2; WESTRICH, 198 9). 

Figs. 4. Various types of leaf pieces used for the nest construction in Megachile ainu. A-Large 
oval-shaped leaf piece (A-1) used for cell cup; B-Small oval-shaped leaf pieces (A-2, 4 
pieces in right-hand side) and semiround-shaped leaf piece (A-3, 9 pieces in left-hand side) 
used for cell cup; C-Round-shaped leaf pieces (B-1, 9 pieces in right-hand side) and 
semiround-shaped (B-2, 6 pieces in left-hand side); D-Irregular-shaped leaf pieces used to fill 
the vestibular cell; E-Cell plug (outer-surface); F-Ditto (rear-surface). 
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Table 5. Number and size of leaf pieces used for construction of nests in Megachile ainu . 
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Serniround- 6 (1 ) 
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B

e
-
d 
2 )  

Large oval- 3-10 
shaped (A-1 ) 7.4土1. 9 (20 ) 
Small oval-
shaped (A-2 ) I 0-8 
Semiround- ］ 28土i.9 (20 ) 
shaped (A-3 ) 
----------------------------------

Round-shaped 
(B-l ) ］ 2-9 
Semiround- _J 4.0土1.7 (20 ) 
shaped (B-2 ) 

6.7士0.4x4.7士0.4 (6 ) 

12.7士 l .2x6. 9士0. 9(30 ) A 

8.2土0. 9x5.4土1.0 (30 ) B 

6. 9士0.6x6.0士0.6 (30 ) B 

6.5士0.4 (23 ) C 

6.9士0.4x5. 9土0.5 (25 ) C 

Small oval- 3-6 6.7土0.7x5.7士0.6 (26 ) 
shaped (C-1 ) 4.5土1.5 (2 ) 

りFollowed after MICHENER (1953 ). 2l Given as mean士SD. 3 l Indicated by long and short 
axes. 4l Only firm leaves were confirmed. 

4. 1. 底空室と底壁

底 壁 は 底 空室の存在した 1 巣 （巣番号73-2) だ けで 見 られた ． 底壁に は ， 準 円 形葉 片 （ 以 下

の B-2と酷似）が用いられ， 6 枚が層をなしていたがお互いに密着していなかった ． 底 壁の前

に第1育房が作成された． 底 空室 は ， 25.6% (22/86) の巣で 見 られた ． そ の長さ は ， 1.5 � 7.5 cm 

（ 平均 士 標準偏差 ： 3.8土1.8 cm) であった．

4. 2. 育房

育 房の カ ッ プに使用 さ れた葉片には ， 大型卵 形葉 片 （A-1, 図4-A) ， 小型卵 形葉片 (A-2,

図 4-B ) と育房のキ ャ ッ プに使用された葉片に酷似してた円形葉片型 （ A-3, 図4-B) の 3 つが

あった ． A-2は A-1と 同型で あ っ たが， サ イ ズ は A-1よりも著しく小さかった （ 表 5 ) . A-2と

A-3の使用比 率 はほぼ l 対 l で あった (83/86) ． しかも， 169枚の A-3のう ち 4 枚 は 正 円 形葉 片

(B-1と 同形）で あった ． A-1は カ ッ プの外周 壁に， A-2と A-3は内周 壁や 底 壁に使用さ れる．

こ れらの葉 片 は 口 器からの粘着性の分泌物でお互いにき ち んと密着するよう に張り合わされて

し ヽた ．

育房のキ ャ ッ プに は ， 正 円 形葉片 （B-1, 図4-C) と準 円 形葉 片 （B-2, 図 4-C) の 2 つが使用

されていた ． B-1はキ ャ ッ プの最内層 に用いられた ． ときには 周縁を外側に襟状に 曲 げて， こ

れを カ ッ プには め 込 むよう に配置されていた ． 一 方 ， B-2は B-lの上に使用され， キ ャ ッ プ葉

片 は B-1, B-2とも， 分泌物による張り合わせはなかった ． B-1と B-2の比 率 は 1 : 0.7 (50/33) 

であった ．

完成巣 当たりの育房数 は ， 1972 年は 1 ~ 11個 (4.3士2.6個， N=45) , 1973 年 は5~11個 (7.7土2.7

個， N=ll) であった ． 育房数は花 資源量， 天候な どの諸条件で変化すると考えられる ．
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4. 3. 人口空室と
完成巣56本のうち， 44本を対象として調べた入口空室の長さ は 0 ~ 1 3. 0 cm ( 6.0土3.6 mm) で

あった． 育房が巣口 ぎり ぎりまで配置された入口空室のない巣（長さ 0 cm) は 6本あった． 入
は， 最後の育房と入口栓の間に充鎮のため 数 l0 枚の葉片が散在していた． こ

と同 じ ものである． なかに は， きわ めて

これらに は， 自 然葉縁が両側 に残されたア ル フ ァ ル フ ァ の半小葉， あるい は 自然葉縁の全くな

い不均 ーな形をしたギ シ ギ シ 葉片 であった（図4-D) ． ギ シ ギ シ は葉面積がきわ め て大きいの

で裁断した後にさらにそこから裁断するため， 自 然葉片が残らず， 形も不整である． 入口栓に
は， 準 円形葉片 (C- 1 ) が使用されていた． その型 は B-2に酷似していた． 入口栓を構 成する

C-1 は， 層 をなすがお互い していなかった．

4. 4. 

ハ キリバチ属 で は， 仕切壁である底壁と入口栓 は存在するが， 育房壁 は存在しないとされて

いる（前田ら， 1 996) ． アイ ヌ ハ キリバチに は， 既存の筒類に営巣し， 外から運 び込 ん だ巣材

を作成するほかのハ キリバチ科の種類（たとえば， ヒメハ キリバチ） で見られる

に 類似するものが存在した． 偶発的に， 最も入口側 の最後の育房の前に， その後にある

キ ャ ッ プと密着することなく独立して作成されていた（図 2 ) ． したがって， 育房から

分離できた． ここで は育房栓と呼ぶ ． この育房栓 は， ごく稀に育房間にも配置されていた．

成巣のうち， 育房栓が最後の育房の前にだ け 配置された巣数率 は21 % ( 1 2/56) であった ． この
うちの巣番号73-24で は， 全部で 7 育房があり， 5 · 6 · 7 育房の前にも育房栓があった． しか

も， 第 7 育房の前に はこれが二重に配置されていた． 二重の育房栓の間に は1 1 枚の B-2に酷似

した葉片が挟まれていた（図2).
に使用されている葉片 は基本的に は B-2であった ． 最初の1枚（一番奥側 ） を

として， その上の周縁に は二次的に B-2と思われる葉片 を分断した小片を部分的に咀噌して張

った後に 2 枚の B-2がその円形をした周縁部を筒の内壁に当 てて配置された． さらに， その 表

面に分断され部分的に咀噌された小片 を密着するように追加された（図、4-E, F) ． 張りつけ は
巣筒の近い周縁で， 咀噌がてい ねいで， かつより多くの枚 数が使用されて厚くなっていたが，

った． 咀噌された小 片 数 は1 0 片前後 ( 4 ~ 5枚の葉片 を基に） であった．

で は， 育房栓に はもっぱら水分の多いギ シ ギ シ の葉が使用されていた． そのため， 分断された

小片以外の大きめ の葉片も原型がわかりにくかった． しかし， 基本的に は B-2と思われる．

に は， さらに外から運搬した異物（土粉や 葦 筒 の内 膜の破片 ） が不規則かつまばら

りつけられていた（図4-E).

ハ キリ

糸公 ム 翌 芸
＂じ ロ 口冊口我

は28 種が知られている 1 98 9) ． このうち，

とも明らかにされている（前 田 、 1 996; MAETA e t  al . ,  1 997 ; 片 山，

の種で は， 仕切壁としての育房壁 は存在しないが， 仕切壁である底壁と

ある ． 岩 田 ( 1 941 ) は， 育房閉 鎖 （ キャ ッ プ） と

いる． これから判 断すると， 育房を加工しなし

である育房壁を
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EICKWORT et al . (1981) は ， 既存空間を利 用 して営巣する 習 性は ハ キリバチ科の ハキリバチ

属 及 び他属で繰り 返 し 進化し ， ハキリバチ属の祖先は 非直列の育房群をもつ 土 中穿孔性であっ

たと 仮定して いる ． 育房を 閉 鎖する 正 円 形葉片 (B- l) は ， 準 円 形葉片 (B-2) を二次的に歯削

り する ことで正 円化し たものである ． 歯削りと いっても， 切 断された葉片の屑が巣内で発見さ

れなかったので ， おそらく 自 を咀咽で潰し ， 丸く したものであろう ． B-1
のハキリバチ類に は基本的には見られな いことから ， こ の習性は 土 中から 地上の既存の孔（筒）

類に営巣へ転換する ことで獲得された技術ではな いかとされて いる（前田，1996; �ETA et al., 1997) 

アイヌハキリバチが使用 した葉片は ， 孔（筒） 類営巣性の ハキリバチがもつ特徴をすべて所

していた ． 育房 の カ ップ には ， 基 本的には 大型卵 形葉片 (A-1) ， 小型卵 形葉片 (A-2) と

円 形葉片 (A-3) の3 つが 使 用 されて いた ． しかも， なかには ごく 一部ではある がキャップ だ

けに使用 された正円形葉片 (B- l) すらあった ． また ， 育房のキャップ にお いて B-1の使用 頻

度が B-2のそれよ り 多 いことは ， ほかのハキリバチ類には見られな い 特徴である ． た だ し ，

度の歯削り 技術をもつキヌ ゲハ キリ バチMegachile kobensis COCKERELL（岩田 ， 194 1) と ， バ

ラ ハキリバチ モドキMegachile tsurugensis COCKERELL（前田 ， 1979) では B-l だけで育房が 閉

され ， B-2を使用 しな い ． アイヌハキリバチでは 最後の育房の前に ， ま た 稀に育房 間に

られた ． 完成巣で多く見られ たことから ， こ の育房栓は 明らかに天敵の侵 入を 阻

止する 機能を有すると推測される が ， すべて したわけでなく ， 2 1 ％の巣に限ら

れて いた ． いわば偶発的に発揮される 営巣習性である が ， なぜ偶発的に しか発揮されな いのか

に思える ． 育房間にも存在 した巣が1本あったが ， こ の場合 もその後の育房のキャップ

して いなかったので ， 明らかに育房 壁ではな い ． こ の育房栓の形状 は ， 既存の

る ヒメハキリバチの育房壁に酷似して ， 育房 壁の萌芽を防彿さ せる ． また ，

育房栓の作成に 当 たっては B-2を分 断し ，

に値する ．

アイヌハキリバチで見ら の場所と種類は ， 1 )

(A- 1) , 3) カ ップ の小型卵 形葉片 (A-2) ,

キャップ の正 円 形 葉片 (B-l) と 6) 育房キャップ の準 円 形葉片 (B-2) , 7) 入 口

室の充鎮の用 いられる 葉片 ， 8） 入 口栓の準 円形葉片 (C-1), 9) 育房栓の準 円形葉片 ， 10) 2 つ

間を充鎮する 準 円 形葉片があっ た ． こ れらのうち ， I) , 4), 6), 8), 10) は いずれ

も類似して い た ． した がって ， 本種は大型卵 形葉片 ， 小型卵形業片 ， 準 円 形葉片の 3 種を裁 断

して いる ことになる ． 7) は 雑物的で 、 裁断しやす い ギ シ ギ シの葉を裁 断 し

てられたが ， 本来 は 準 円 形 葉片であろう ． 本種も， 準 円形葉片を歯削りで二次的に加工する こ
とで正 円化する が ， 初めから 正 円形葉片を裁 断する 技術をもたな い ． また ， 大型卵形葉片と 小

型卵 形葉片の 中間 的な サイ ズの葉片がある ． さらに ， 準 円 形葉片にも円 形の程度に差異がある ．

こ れらのことは ， 使用場所に対応してハチが葉片を裁断する が ， その裁断行動に多少の誤差が

ある こと示す ．
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